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団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 自主防災組織基盤強化事業 決算額

視点

事業名 国道１９０号線花壇整備事業 決算額

視点

事業名 佐山地区ふるさとまつり助成事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

○

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

②国道１９０線沿いの花壇を行いました。維持管理を行うボランティアの数も増員となるほ
か、テレビや新聞等のマスコミにも取り上げられ、活動もますます活性化しています。
環境美化について、若い年代へ意識継承をすべく、小中高校生が参加できる企画を検
討していきます。

③

地域自主防災意識の啓発と組織強化

556,612円

環境美化の意識付けと活動を通じたコミュニティの基盤強化

395,533円

地域のふれあいと文化の継承

①

②

①防災備蓄品の充実を図るとともに、先進地視察を通して新たな防災課題の発見につな
がりました。
活動意識の低い自治会もあることから、さらなる啓発と組織強化を目指します。

 佐山地地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

　前年度に引き続いて、自主防災組織の強化・浸透、国道１９０号線沿いの花壇ボランティ
アなど、既存組織の強化を図ることができました。今後は、潜在ニーズの掘り起こしにも目
を向け、世代を超えた新しい組織づくりや事業の実施も検討してまいります。

　佐山地区内の各種団体等が相互に協力・連携することにより、地域課題を解決するとともに、その活
動を通じて、コミュニティ意識の高揚、更なる地区内の活性化を図ります。

130,000円

③ふるさとまつりの呼び物の一つである、ミニSLの運行助成を行いました。子どもに人気
のイベントで、親子連れでまつりに来られた方も多く、世代を超えて参加していただくきっ
かけ作りになりました。
イベント内容が固定化されている部分もあることから、さらに魅力のある行事（まつり）とな
るよう検討・企画を行います。



５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果・評価）年間通じて、滞りなく事務局運営を行いました。

（今後に向けて）より一層の利便性を追求するために、地域のニーズの調査を行い、増
便や停留所の増設等を検討します。

（参加人数）１，２５５人（買物便利用者）

（成果）地域内には食料品や生活用品を扱う店舗が少ないため、交通弱者の最寄りの
大型店舗までの交通手段を確保できました。

（評価）利用者数は堅調に推移しており、交通弱者等のニーズに応えるとともに、コミュニ
ティタクシーの利便性向上よる相乗効果がありました。

（今後に向けて）地域に密着したタイムリーな記事や、読み易いレイアウトなど、より親し
みを持っていただけるような紙面作りを目指します。

サンパーク買物便運行事業

513,350円

（実施内容）コミュニティタクシーと連動した買物便の運行

（実施時期）月・水・金に１便

（今後に向けて）　協議会および事務局運営が円滑に行われるよう、体制強化を図るとと
もに、経費節減に向けて合理化を図ります。

（実施時期）３回（平成２６年８月、平成２７年１月、３月）

（参加人数）１０人（地域づくり協議会事務局長他）

（成果）地域づくり協議会の活動方針や予算措置、事業実施報告などを地域に向けての
情報発信を行いました。

（評価）地域づくり協議会も地域に浸透し、より多くの地域住民のかたから活動を受け入
れられるようになりました。

地域づくり協議会広報紙発行事業

188,460円

（実施内容）地域づくり協議会の活動内容をＰＲするための広報紙の発行（全戸配布）

3,204,919円

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名、事務員：１名

（運営費の主な内容）　事務局職員人件費、事務費、会議費ほか



事業名

事業費

（実施内容）地域内の野外イベント等で使用する大型テントの整備

（実施時期）平成２７年３月

事業概要 （参加人数）２，５００人（ふれあい大運動会・佐山ふるさとまつり参加者等）

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

地域づくり協議会活動推進事業

190,000円

（参加人数）１０人

（成果）地域の魅力や活動の成果を交流センター利用者、児童・保護者等へ視覚的に
伝えることができました。

（評価）地域づくりに関する話のきっかけにもなっており、地域づくりの再認識につながり
ました。

（今後に向けて）地域づくりを通した宝物として大切に保存し、後世に伝えます。

（実施内容）地域の方から寄贈された、地域づくり活動を描いた絵画を額装し、佐山地
域交流センターおよび佐山小学校に展示。

（実施時期）平成２７年３月

地域づくり協議会活動推進事業

138,825円

（評価）山口市南部地区の交流人口の増加のみならず、地区外からの来訪者も呼び込
むことができました。

57,600円

（今後に向けて）今後も市が主催される事業と協調しつつ、佐山地区オリジナルの事業
を展開します。

（成果）市のルーラルアメニティの思想の普及と、南部地域間の交流の活性化につなが
りました。

地域づくり協議会活動推進事業

（実施内容）ヤマグチナンブ９スタンプラリーに協賛した施設等の利用促進のため、利用
助成券を発行した。

（実施時期）平成２７年１０月から１１月

（参加人数）１６２人

（成果）地域づくり協議会や各種団体等が主催、共催する各種イベントの円滑な運営に
役立てることができます。

（評価）地域づくり協議会主催の行事使用のみならず、自治会や保育園、地域内事業所
からも貸し出し要望があり、協議会の浸透に

（今後に向けて）更なる利用促進を図るため、地域内の各種イベント等で利用いただけ
るよう周知を図ります。



（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

500,000円

（今後に向けて）防災意識・活動が活発ではない自治会へ向けて利用促進を促します。

（実施時期）平成２６年４月から平成２７年３月まで

（参加人数）３５０人（単位自治会）、３０名（先進地視察参加者）

（成果）不足する備蓄品等の充実を図ることができました。また、自主防災先進地（熊本
市黒髪地区）を行うことで、防災意識の重要性と当地域の課題を再認識することができま
した。

（評価）単位自治会での自主防災意識の高揚に寄与することができました。

（今後に向けて）モデル事業参加者を中心に、地域で活動継続できるよう組織を立ち上
げ、より多くの方に参加を促すイベント等を企画していきます。

自主防災組織基盤強化事業

556,612円

（実施内容）防災用土嚢袋ほか、防災備蓄品等の整備、先進地研修視察の実施

（実施時期）平成２６年８月から平成２７年３月

（参加人数）５４人

（成果）高齢者の運動機会のきっかけづくりになりました。

（評価）モデル事業は単年度終了となりますが、活動継続希望や新規活動希望の声が
上がっており、評価の高い活動でした。

（今後に向けて）ＮＰＯ法人あい・ねっと佐山の運営にも積極的に関与するとともに、地域
づくり協議会との共同事業等の検討を行います。

地域福祉活動推進事業

46,768円

（実施内容）活動量に着目した健康づくりとして、市健康増進課が募集したモデル事業
に地域で参加。活動量計の使用にかかる経費（電池代）などを支援。

（評価）児童預かり事業や、有償福祉サービス事業を実施している、ＮＰＯ法人の支援を
行うことにより、地域の社会福祉事業に貢献しました。

ＮＰＯ法人あい・ねっと佐山支援事業

(実施内容）ＮＰＯ法人あいねっと佐山への支援

(実施時期）平成２６年４月から平成２７年３月まで

(参加人数）５４０人（ＮＰＯ法人あいねっと佐山関係者・利用者等）

（成果）児童預かり事業や、有償福祉サービス事業を実施している、ＮＰＯ法人の支援を
行うことにより、地域の社会福祉事業に貢献しました。



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）設置した看板の適正な維持管理を行うとともに、設置箇所の見直しや
増設を保護者の目線で検討を行います。

転落危険箇所防護柵設置事業

237,600円

（実施内容）地域内の通学路等で、転落や脱輪リスクがある箇所等へ柵を設置（２箇所）

（実施時期）平成２６年４月から１２月まで

（参加人数）３０人（看板設置作業参加PTA役員等）

（成果）地域内の児童や自動車等の運転者に危険箇所を啓発することにより、交通事故
の防止に効果を発揮しています。

（評価）看板の設置作業に、佐山小学校ＰＴＡのかたも参加いただき、自動車等の運転
者だけではなく、児童とその保護者への交通安全意識の向上にもつながりました。

学童注意喚起看板設置事業

184,040円

（実施内容）地域内の通学路等の危険箇所に交通安全啓発の看板を設置

（今後に向けて）新規登録者を含めて隊員内の連携を深めていただき、ますます活動を
強化するためのサポートを行います。

（実施時期）平成２６年８月、平成２６年１２月

（参加人数）１５人

（成果）ある程度の距離からも危険箇所を確認することが可能で、歩行者だけでなく、自
動車や自転車等の転落・脱輪リスクも回避できるようになりました。

（評価）従前より、地域の方が転落リスクを心配していたもので、柵の設置により一定の安
心感が生まれました。

（今後に向けて）設置した転落防止柵の適正な維持管理を行います。地域内の他の箇
所も、同様の設置要望があれば、調査・検討を行い、柵の設置を行います。

防犯組織基盤強化事業

61,672円

事業概要

（実施内容）子ども見守り隊員の組織強化（ベスト・帽子の配布等）

（実施時期）平成２６年７月から平成２６年１０月まで

（参加人数）１３０人

（成果）子ども見守り隊の新規登録者にスタッフベスト・帽子を配布するとともに、ベストに
「子ども見守り隊」の文字入れすることで、隊員としての自覚を持っていただき、地域住民
への意識付けもできました。

（評価）スタッフ共通のベストを着用することにより、児童・地域に安心感、信頼感を与え
ることができました。



（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）今後も、各単位自治会長が中心となる事業実施により、地域内の問題
を自己解決する意識の向上に努めます。

919,000円

1,206,000円

（評価）昨年に引き続き、青少年健全育成連絡協議会との連携事業を実施し、地域住
民、団体を巻き込んだ事業へ拡大することができました。

土木工事（法定外公共物）

（実施内容）生活道の舗装・補修等（３箇所）

（実施時期）平成２６年１０月から平成２７年２月まで

（参加人数）５０人

（成果）地域から要望のあった生活道（赤線）の舗装や法面の補修工事を実施したことに
より、生活道（赤線）利便性が向上しました。

（参加人数）２０人

（実施時期）平成２６年９月から平成２７年３月まで

（成果）地域から要望のあった水路（青線）の補修工事を実施したことにより、水路（青
線）の安全性が向上しました。

（評価）本事業は、各単位自治会長が中心となり事業を推進することから、地域内の問
題を地域内で解決する意識が高まりました。しかしながら、地元負担をともなう場合が多
く、実施を敬遠される場合も多く考えられます。

環境づくり推進事業

（実施内容）地域内の主要道等のゴミ拾い(ごみゼロ大作戦)および国道沿い緑地公園の
草刈り等の実施

（実施時期）平成２６年５月２日、７月２７日

（参加人数）延べ６００人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者等）

（成果）平成２３年度より継続的に実施していることにより、参加者はもとより地域内の環
境美化意識が高まりました。

（今後に向けて）引き続き実施することにより地域の恒例事業のひとつへと定着させ、２７
年度は「世界ジャンボリー」「ねんりんピック」の開催時期に合わせて実施回数を増やすと
ともに、更なる参加者増を目指して積極的な呼びかけを行います。

145,743円

（評価）本事業は、各単位自治会長が中心となり事業を推進することから、地域内の問
題を地域内で解決する意識が高まりました。しかしながら、地元負担をともなう場合が多
く、実施を敬遠される場合も多く考えられます。

（今後に向けて）今後も、各単位自治会長が中心となり、要望箇所の取りまとめから、事
業の推進を図り、地域内の問題解決を進めます。

土木工事（単市土地改良）

（実施内容）水路の補修（２箇所）



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）今後の整備・利用方法について、地権者や佐山小学校、各種関係団
体等を交えて協議を進めます。

（実施内容）地域内の組織力の向上、人材育成を目的とした研修を実施

（実施時期）平成２６年７月１０日

（参加人数）５４人（地域づくり協議会事務局・花壇づくりボランティアスタッフ）

（成果）研修参加者の個々のスキルアップに繋がると同時に、参加者間のコミュニティの
場となり地域内の連携の場ともなりました。

（今後に向けて）今後も、研修参加者の個々のスキルアップや研修で培ったノウハウを地
域へ還元できるような研修を企画します。

（評価）地域の環境美化活動、とりわけ花壇づくりの研修を実施し、花壇づくりの基礎知
識を山口フラワーランドの専門スタッフから受講し、今後の活動に生かせることができま
した。

（今後に向けて）更なる事業の拡大を計画するとともに、ボランティア組織の拡充を図る
ため組織のスキルアップを図ります。

395,533円

日帰り研修（バス研修）事業

（実施時期）平成２６年４月から平成２７年３月まで

（参加人数）延べ１，２００人（地域づくり協議会事務局・ボランティア等）

（成果）地域づくり協議会が中心となったボランティア組織も創立から３年目となり、活動
内容も充実してきました。

（評価）ボランティア会員による献身的な活動により、地域内外での知名度もあがってお
り、新規会員の獲得にもつながりました。また、中高生ボランティアの参加により、世代間
交流の場としても定着しています。

196,880円

佐山子どもの森（仮称）整備事業

（実施内容）佐山小学校近隣の雑木林を地域の憩いの場として整備

（成果）地権者の同意のもと、佐山地区特別林野委員の協力により、整備予定地の一部
の雑木等を撤去し、整備に向けたの準備を行いました。

（評価）現地整備を進めているものの、具体的な活用方法が煮詰まっておらず、継続的
に検討課題となっています。

（実施時期）平成２６年６月から７月まで

国道１９０号線沿い花壇整備事業

（実施内容）国道１９０号線沿いの花壇の整備を実施

（参加人数）延べ２０人（地域づくり協議会事務局・特別林野委員会等）

3,320円



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）平成２７年１月

130,000円

20,000円

（成果）地域住民をあげて行われる地域内最大のまつりの運営費用等の助成を行うこと
により、地域内外に佐山地域の魅力を発信することができました。子ども向けのイベント
を設けることで、幅広い年齢層の集客にも寄与できました。

（評価）費用の助成のみならず、地域づくり協議会として展示コーナーを設けるなど、地
域づくり協議会の活動のＰＲを行うことができました。

（今後に向けて）今後も企画段階から積極的に参加し、地域住民に喜んで参加いただけ
るようなまつりづくりを進めます。

川西４校教育講演会助成事業

（実施内容）川西地区内の４校で開催する教育研究会へ助成

（参加人数）１，０００人

（成果）既存の当該備品が破損していたため購入したもので、ふれあい大運動会のほ
か、ふるさと祭り等の地域行事の運営に不安がなくなりました。

（評価）教育委員会に問い合わせを行った結果、地域づくり協議会で備品購入を行いま
したが、小学校備え付けの備品であり、教育委員会にて整備していただいても良いもの
と思います。

（今後に向けて）備品の維持管理に努めます。

ふれあい大運動会助成事業

145,800円

（実施時期）平成２６年７月５日

（参加人数）３００人（地域内の児童・生徒の保護者等）

（今後に向けて）講演会の参加者が講演会で得た知識を家庭や地域で生かせるようなし
かけづくりを検討します。

佐山地区ふるさとまつり助成事業

（実施内容）佐山地区ふるさとまつり運営費の助成（ミニSL運行費助成）

（実施時期）平成２６年１１月２日

（参加人数）１，５００人（ふるさとまつり実行委員会・一般参加者等）

（成果）地区内の小・中学校の保護者等を対象とした講演会に助成することにより、参加
者のスキルアップに貢献することができました。

（実施内容）地域活動備品の購入（佐山小学校朝礼台の購入）

（評価）地区内の同世代の児童や生徒を持つ保護者のスキルアップや情報交換の場と
なりました。


